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〈

人

物

表

〉

小
林

藍
花

（
１
６
）

私
立
高
校
１
年

大
森

奈
々

（
１
６
）

私
立
高
校
１
年

鈴
木

建
人

（
１
６
）

私
立
高
校
１
年

〈

ロ

グ

ラ

イ

ン

〉

藍
花
は
、
奈
々
と
建
人
の
告
白
を
聞
き
、
自
分
の
気
持
ち
も
建
人
に
伝
え
、
振
ら
れ
る
話
。
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１.

藍
花
の
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
）

築
２
０
年
程
度
の
一
軒
家
、
リ
ビ
ン
グ
。

リ
ビ
ン
グ
の
隅
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

小
林
藍
花
（
１
６
）
、
ソ
フ
ァ
ー
に
座
り
、
冷
や
し
た
ス
プ

ー
ン
を
目
に
あ
て
て
い
る
。

２.

藍
花
の
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
昼
）

藍
花
、
鼻
歌
（
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
）
を
歌
い
な
が
ら
、
テ

ー
ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
。

小
皿
、
３
つ
の
シ
ャ
ン
パ
ン
グ
ラ
ス
を
並
べ
る
。

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が
鳴
り
、
出
る
。

藍
花
「
開
い
て
る
か
ら
、
入
っ
て
き
て
い
ー
よ
」

大
森
奈
々
（
１
６
）
、
鈴
木
建
人
（
１
６
）
が
リ
ビ
ン
グ
に

入
っ
て
く
る
。

建
人
「
藍
花
、
お
前
、
さ
す
が
に
１
人
の
時
は
鍵
閉
め
と
け
よ
ー
」

藍
花
「
だ
っ
て
、
建
人
達
が
来
る
の
分
か
っ
て
た
し
」

奈
々
「
で
も
、
何
か
あ
っ
た
ら
危
な
い
か
ら
」

藍
花
「
奈
々
ー
、
心
配
し
て
く
れ
る
の
？

あ
り
が
と
う
」

藍
花
、
奈
々
を
抱
き
し
め
る
。

建
人
「
俺
の
時
と
全
然
違
う
の
な
」

建
人
、
台
所
に
買
っ
て
き
た
荷
物
を
置
く
。

藍
花
「
建
人
、
今
回
は
、
ど
こ
の
買
っ
て
き
た
？
」

建
人
「
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
と
モ
ス
と
…
…
フ
ァ
ミ
マ
」

藍
花
「
そ
ん
な
に
食
べ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
」

建
人
「
お
前
が
毎
度
文
句
言
う
か
ら
だ
ろ
ー
。
黙
っ
て
食
っ
と
け
、

チ
キ
ン
脳
め
」

藍
花
「
チ
キ
ン
ハ
ー
ト
君
に
言
わ
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ー
ん
」

建
人
「
お
前
、
意
味
分
か
っ
て
使
っ
て
る
？
」

藍
花
、
建
人
を
叩
き
な
が
ら
、

藍
花
「
分
か
っ
て
る
わ
」

奈
々
、
二
人
の
様
子
を
見
て
、
口
を
両
手
で
隠
し
な
が
ら
笑

っ
て
い
る
。

×

×

×
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３
人
、
席
に
座
っ
て
い
る
。

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
３
種
類
の
チ
キ
ン
が
の
っ
た
大
皿
と
サ
ラ

ダ
の
大
皿
と
ピ
ザ
。
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
、
ポ
ッ
キ
ー
な
ど
の

お
菓
子
が
並
ん
で
い
る
。

建
人
、
シ
ャ
ン
メ
リ
ー
の
フ
タ
を
握
り
な
が
ら
立
ち
上
が
る
。

藍
花
、
天
上
の
角
を
指
さ
し
な
が
ら
、

藍
花
「
あ
の
辺
な
ら
い
け
る
」

建
人
「
い
く
ぞ
、
せ
ー
の
」

三
人
「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ー
ス
」

勢
い
よ
く
フ
タ
が
飛
ん
で
い
く
。

建
人
、
シ
ャ
ン
メ
リ
ー
を
グ
ラ
ス
に
注
ぐ
。

奈
々
、
サ
ラ
ダ
を
取
り
分
け
る
。

藍
花
、
チ
キ
ン
を
食
べ
始
め
る
。

建
人
「
お
前
の
両
親
相
変
わ
ら
ず
仲
良
い
の
な
」

藍
花
「
外
だ
と
恥
ず
か
し
い
よ
」

奈
々
「
え
ー
。
羨
ま
し
い
け
ど
な
ー
」

藍
花
「
正
直
、
マ
マ
の
ダ
ー
リ
ン
呼
び
が
一
番
き
つ
い
」

建
人
「
で
、
今
年
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
何
だ
っ
た
？
」

藍
花
「
お
二
人
さ
ん
、
聞
い
て
驚
く
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。
な
ん

と
…
…
」

３
人
「
問
・
題
・
集
」

３
人
笑
う
。

藍
花
「
今
年
は
ご
丁
寧
に
５
教
科
あ
り
ま
し
た
ー
」

藍
花
、
１
人
で
拍
手
を
す
る
。

建
人
「
お
前
の
成
績
を
良
く
分
か
っ
て
ん
な
」

藍
花
「
自
分
た
ち
は
ラ
ブ
旅
行
行
っ
て
ん
の
に
、
私
に
だ
け
現
実
つ

き
つ
け
て
く
る
ん
だ
よ
ね
」

藍
花
、
シ
ャ
ン
メ
リ
ー
を
一
気
に
飲
む
。

奈
々
「
頑
張
っ
て
進
級
し
な
い
と
ね
」

藍
花
「
今
は
考
え
た
く
あ
り
ま
せ
ー
ん
」

藍
花
、
チ
キ
ン
を
勢
い
良
く
食
べ
る
。

×

×

×

藍
花
、
冷
蔵
庫
を
開
け
て
、
棒
読
み
で
、

藍
花
「
あ
ー
。
ケ
ー
キ
取
っ
て
く
る
の
、
忘
れ
て
た
ー
。
今
か
ら
ち
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ょ
っ
と
行
っ
て
く
る
ー
」

奈
々
「
え
っ
、
私
も
行
く
よ
」

藍
花
「
い
い
よ
、
い
い
よ
。
す
ぐ
そ
こ
だ
か
ら
。
お
二
人
で
ご
ゆ
っ

く
り
ー
」

建
人
、
小
声
で
、

建
人
「
あ
い
つ
…
…
下
手
く
そ
か
」

奈
々
「
え
？
」

建
人
「
あ
、
い
や
。
な
ん
で
も
な
い
。
ま
あ
待
っ
て
よ
う
よ
」

３.

藍
花
の
家
の
前
の
道
（
昼
）

藍
花
、
家
の
方
を
振
り
返
り
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
す
る
。

鼻
歌
を
歌
い
、
ケ
ー
キ
屋
に
向
か
う
。

×

×

×

鼻
歌
を
歌
い
、
ケ
ー
キ
を
持
っ
て
戻
っ
て
く
る
。

し
ば
ら
く
家
の
前
を
ウ
ロ
ウ
ロ
す
る
。

携
帯
を
見
て
、
家
の
中
へ
入
っ
て
い
く
。

４.

藍
花
の
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
昼
）

藍
花
、
リ
ビ
ン
グ
の
扉
を
開
け
な
が
ら
、
元
気
良
く
、

藍
花
「
た
っ
だ
い
ま
ー
」

建
人
、
下
を
向
い
て
い
る
。

奈
々
、
涙
目
で
藍
花
を
見
る
。

藍
花
、
ケ
ー
キ
を
落
と
す
。

藍
花
、
建
人
を
突
き
飛
ば
し
な
が
ら
、

藍
花
「
あ
ん
た
、
奈
々
に
何
し
た
の
」

建
人
、
椅
子
か
ら
落
ち
て
、

建
人
「
い
っ
て
ー
。
な
ん
も
し
て
ね
ー
よ
」

藍
花
「
じ
ゃ
あ
、
な
ん
で
奈
々
が
泣
い
て
ん
の
よ
」

奈
々
「
違
う
の
、
藍
花
。
私
が
吐
き
出
し
た
だ
け
だ
か
ら
」

藍
花
「
え
？
」

奈
々
「
藍
花
が
好
き
だ
っ
て
」

藍
花
「
え
？
」

建
人
「
奈
々
、
チ
キ
ン
脳
に
は
ち
ゃ
ん
と
言
わ
ね
ー
と
伝
わ
ら
ね
ー
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ぞ
」

奈
々
、
藍
花
の
目
を
見
て
、

奈
々
「
藍
花
の
こ
と
が
好
き
な
の
」

藍
花
「
私
も
奈
々
が
好
き
だ
け
ど
…
…
」

奈
々
「
違
う
…
…
」

藍
花
「
え
っ
と
…
…
ラ
イ
ク
じ
ゃ
な
く
て
、
ラ
ブ
っ
て
こ
と
？
」

奈
々
、
頷
く
。

藍
花
「
そ
、
そ
う
な
ん
だ
…
…
」

藍
花
、
ふ
ら
ふ
ら
と
ケ
ー
キ
を
取
り
に
行
く
。

ケ
ー
キ
を
机
の
上
に
置
き
、
箱
を
開
け
る
。

形
の
崩
れ
た
ケ
ー
キ
。

ナ
イ
フ
で
ケ
ー
キ
を
切
る
。

お
皿
に
取
り
分
け
る
。

藍
花
、
奈
々
に
ケ
ー
キ
を
渡
し
な
が
ら
、

藍
花
「
奈
々
、
あ
り
が
と
う
。
で
も
、
ご
め
ん
…
…
。
私
も
好
き
だ

け
ど
、
奈
々
と
は
友
達
で
居
た
い
」

奈
々
「
う
ん
、
分
か
っ
て
る
」

奈
々
、
笑
顔
。

奈
々
、
崩
れ
た
ケ
ー
キ
を
見
つ
め
な
が
ら
、

奈
々
「
振
ら
れ
ケ
ー
キ
」

藍
花
、
焦
っ
た
様
子
で
、

藍
花
「
あ
、
ご
め
ん
っ
。
ケ
ー
キ
渡
し
な
が
ら
言
っ
た
か
ら
…
…
」

建
人
「
俺
に
も
振
ら
れ
ケ
ー
キ
く
れ
よ
」

藍
花
、
建
人
に
ケ
ー
キ
を
渡
し
な
が
ら
、

藍
花
「
建
人
、
さ
っ
き
は
ご
め
ん
」

建
人
「
あ
ー
、
心
も
体
も
い
っ
て
ー
わ
」

奈
々
「
建
人
く
ん
、
ご
め
ん
ね
」

建
人
「
奈
々
、
改
め
て
謝
ら
れ
る
と
余
計
に
く
る
か
ら
や
め
て
」

藍
花
「
建
人
、
泣
い
て
も
い
い
よ
？
」

建
人
「
泣
か
ん
わ
」

藍
花
「
え
っ
泣
か
な
い
の
？
」

建
人
「
う
る
せ
ー
よ
」

藍
花
、
自
分
の
ケ
ー
キ
を
見
つ
め
な
が
ら
、

藍
花
「
…
…
私
、
昨
日
泣
い
た
よ
」
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奈
々
「
え
？

ど
う
し
て
？
」

藍
花
「
建
人
に
、
奈
々
に
告
白
す
る
か
ら
協
力
し
ろ
っ
て
言
わ
れ

た
」

奈
々
「
え
？
」

建
人
、
呆
け
た
顔
で
、

建
人
「
は
？
」

藍
花
「
私
は
建
人
が
好
き
だ
っ
た
」

建
人
「
は
ー
ー
ー
？

な
ん
で
今
言
う
ん
だ
よ
」

藍
花
「
だ
っ
て
、
二
人
が
告
白
し
て
、
私
だ
け
言
わ
な
い
と
か
卑
怯

じ
ゃ
ん
」

建
人
「
…
…
」

藍
花
「
返
事
は
？
」

建
人
「
好
き
な
人
が
い
る
か
ら
、
ご
め
ん
」

藍
花
、
笑
顔
で
、

藍
花
「
そ
れ
で
良
し
」

建
人
「
な
ん
か
、
ご
め
ん
…
…
」

藍
花
「
な
ん
で
？

知
ら
な
か
っ
た
ん
だ
か
ら
、
仕
方
な
い
じ
ゃ
ん
。

む
し
ろ
、
今
言
え
て
す
っ
き
り
。
２
人
の
お
か
げ
」

建
人
「
協
力
し
な
い
っ
て
の
も
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
ね
？
」

藍
花
「
な
ん
で
？

好
き
な
人
が
幸
せ
な
ら
、
嬉
し
い
じ
ゃ
ん
」

建
人
と
奈
々
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

奈
々
、
両
手
で
口
を
押
さ
え
て
笑
い
だ
す
。

建
人
「
分
か
っ
た
分
か
っ
た
、
お
前
に
は
色
々
と
勝
て
ん
わ
」

藍
花
「
ま
あ
、
私
も
泣
い
た
後
で
気
付
い
た
ん
だ
け
ど
」

奈
々
「
藍
花
、
凄
い
ね
」

建
人
「
し
っ
か
し
、
見
事
な
ま
で
の
一
方
通
行
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
だ

な
ー
」藍

花
、
ト
ラ
イ
ア
グ
ル
を
鳴
ら
す
真
似
を
し
て
、

藍
花
「
チ
ー
ン
」

建
人
「
や
め
と
け
」

３
人
笑
う
。

藍
花
「
と
り
あ
え
ず
、
振
ら
れ
ケ
ー
キ
食
べ
ま
す
か
ー
」（

お
わ
り
）


